
































































　本発表は，共通教科「情報」の目標の 1 つである問題解決能力の育成と全校的なキャリア教育を念頭に 2006 年度より「情報 A」 
（2013 年度より「社会と情報」）の授業で探求型プログラムを導入した事例発表である．その中で 2011 年度の実践について事前，
事後にアンケートを実施し，その授業効果を検討した．
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3.2　授業概要
授業は1クラスにつき情報科教員1名、助手1名で
実施し、基本的なスキルを提示するときのみ授業を行
い、それ以外の実習については各チームの支援者の役
割を負った。また仕事やミッション、プレゼンテー
ションの時間を中心に2 〜 4名の企業人が参加し、と
もに生徒の自発的な発想を全く否定しない形で進め
た。
3.3　評価
経済産業省「社会人基礎力」、文部科学省「職業的
（進路）発達にかかわる諸能力（4領域・8能力）」等を
参考に独自に作成された「コーポレートアクセスコー
スの学習目標一覧」（田澤・宮地2013）を用いて、コ
ミットメント力、課題認識・理解力、情報収集・活用
力、課題処理・遂行力、コミュニケーション力、プレ
ゼンテーション力の6項目について評価を行った。こ
れは6件法のモデルであり、原則として数値が高い方
がポジティブな意見である。
4.　結果
事前と事後の個人アンケートで、特に上昇した項目
を列挙する。（上昇平均±S.D.）
• 「自分たちの生活と企業がどのように関わってい
るかに興味を持っている」（0.415±1.209）
 （コミットメント力）
• 「プレゼンテーションをする際に、十分に事前の
準備をしてのぞむことができる」 （0.463±1.270）
• 「プレゼンテーションの冒頭で聞き手の心をつか
むような工夫をすることができる」 （0.390 ±
1.033）  （プレゼンテーション力）
逆にこれ以外の項目については、ほとんど変化がな
い、もしくは上昇と下降の両方が混在する項目が多
く、明らかな有意差はなかった。また、1ポイント以
上下降した項目もなかった。
5.　考察・結論・課題
結果より、上記項目について効果が上がったことが
確認され、探究型プログラムが前述の目標に対して一
定の効果があることが確認された。一方で、課題認
識・理解力、情報収集・活用力、課題処理・遂行力に
ついては変化が見られず、自信を持って他者に表現す
ることや実行していくことを全体で共有するまでには
至らなかった。ただし、個人レヴェルでは2ポイント
以上の上昇をみせた生徒もおり、教師の支援による部
分が大きいと感じている。今後は個人分析や過年度の
変化をみつつ、学校種差や男女差についても考えてい
きたい。
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